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主な内容

　７月27日から28日に、上小阿仁村の研修団が台湾萬巒郷を訪問し、交流を深めました。
（関連２ページ）
　７月27日から28日に、上小阿仁村の研修団が台湾萬巒郷を訪問し、交流を深めました。
（関連２ページ）

月号9
　８月14日、上小阿仁村成人式が生涯学習
センターで行われ、新成人16名が出席し、
小林村長から一人一人に成人証書が手渡され
ました。
　小林村長の挨拶の後、来賓として招かれた
村議会議長の伊藤秀明氏と、秋田県議会議員
の北林丈正氏からはお祝いの言葉が贈られ、
恩師である村井洋右先生からは激励の言葉が
贈られました。
　新成人を代表し、長井冬羽さんが「これま

令和８年度
上小阿仁村成人式
令和８年度
上小阿仁村成人式

で私たちが多くの方々から受けてきた温か
さや支えを今度は私たちが次の世代、また
周囲の人々へつないでいけるよう責任と自
覚を持った大人へと成長していくことを誓

います」と誓いの言葉を述べ、新成
人となった決意を表明しました。
　新成人たちは「村での暮らしを通
して、生き物や田んぼなど身近な自
然に興味を持つようになった。これ
から知識を深め、将来は研究者にな
りたい」「現在の仕事を通して、こ
れからも地域に貢献していきたい。
成人を迎えたことを機に、これまで
以上に成長していきたい」と目標を
述べました。

台湾屏東縣萬巒郷との交流台湾屏東縣萬巒郷との交流
へい　とう　けん　ばん　らん　きょう
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上小阿仁村PRキャラクター
こ あ ぴ ょ ん
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８
月
18
日
、
コ
ア
ニ
テ
ィ
ー
で
中
学
２

年
生
15
名
（
上
小
阿
仁
中
学
校
９
名
、
阿

仁
学
園
６
名
）
が
参
加
し
、
林
業
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
学
習
は
、
林
業
の
魅
力
発
信

と
、
就
業
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
に
中
学

生
を
対
象
と
し
て
北
秋
田
地
域
振
興
局
森

づ
く
り
推
進
課
が
主
催
し
実
施
し
ま
し
た
。

　
座
学
で
林
業
の
歴
史
や
最
近
の
情
勢
、

林
業
に
携
わ
る
人
々
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

五
反
沢
地
区
で
防
護
服
を
着
用
し
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
丸
太
切
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｖ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
に
よ
る
林
業
機
械
の
操
作
体
験
も
行
い
、

林
業
の
仕
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　
生
徒
た
ち
は
「
木
の
測
定
に
レ
ー
ザ
ー

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
効
率

的
で
便
利
だ
と
思
っ
た
」「
Ｖ
Ｒ
体
験
で

ハ
ー
ベ
ス
タ
を
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
体
験
で
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

中
学
生
が
林
業
体
験
学
習

中
学
生
が
林
業
体
験
学
習

レーザー距離計を使用する生徒
カカオ農園

チョコレートになるまでの工程について学びました

歓迎会
記念品の交換を行いました

萬巒コミュニティ活動センター
地元の方々との交流会　

屏東大学
交流の歴史を振り返りました

　
８
月
14
日
、「
お
ら
が
ふ
る
さ
と
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
た
「
ち
び
っ
こ

魚
つ
か
み
大
会
」
で
は
３
０
０
人
以
上
が

集
ま
り
、
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
イ
ワ
ナ
を

捕
ま
え
ま
し
た
。

　
午
後
５
時
45
分
か
ら
は
、
小
沢
田
伝
統

行
事
保
存
会
に
よ
る
、
上
小
阿
仁
村
の
伝

統
芸
能
の
「
小
沢
田
駒
踊
り
」
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
大
人
だ
け
で
な
く
、
小
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
も
参
加
し
、
軽
快
な
は

や
し
に
合
わ
せ
勇
壮
で
激
し
い
舞
を
披
露

し
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
お
菓
子
ま
き

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ

て
お
菓
子
を
拾
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
か
み
こ
あ
に
音
頭
」
が
披
露
さ
れ
る
と
、

大
き
な
輪
が
で
き
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
上
小
阿
仁
太
鼓
保
存
会

「
鼓
響
」
に
よ
る
演
奏
や
、
小
沢
田
壮
和

会
に
よ
る
万
灯
火
の
点
火
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
芸
能
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
は
、
藤
田

ゆ
う
み
ん
さ
ん
（
Ｍ
Ｃ
）
の
司
会
の
も
と
、

篠
美
冬
さ
ん
（
演
歌
）
、
佐
々
木
深
里
さ

ん
（
民
謡
）
、
田
中
ま
さ
よ
し
一
行
（
演

奏
）
、
高
田
由
香
さ
ん
（
歌
手
）
の
４
組

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会

場
は
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

第
38
回
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
38
回
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

打上花火

　　　　万灯火

和太鼓演奏（鼓響）

かみこあに音頭

ちびっこ魚つかみ大会

　
７
月
26
日
か
ら
30
日
ま
で
、

上
小
阿
仁
村
の
研
修
団
一
行
12

名
が
台
湾
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
７
月
27
日
と
28
日
に
は
、
姉

妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
萬

巒
郷
を
訪
問
し
、
屏
東
大
学
、

バ
ナ
ナ
農
園
、
萬
巒
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
セ
ン
タ
ー
、
カ
カ
オ

農
園
、
竹
田
駅
、
台
日
友
好
公

園
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
歓
迎
会
で
は
、
両
自
治
体
の

役
場
と
議
会
が
記
念
品
を
交
換

し
た
ほ
か
、
そ
の
後
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
カ
カ
オ
農
園
で
は
、
カ
カ
オ

が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
な
る
ま
で

の
工
程
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、

カ
カ
オ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り

も
体
験
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
台
湾
を
訪
問
す
る
研

修
団
員
が
多
い
中
、
多
く
の
皆

様
に
温
か
く
ご
支
援
し
て
い
た

だ
き
、
無
事
研
修
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
に
際
し
、
ご
尽

力
く
だ
さ
っ
た
萬
巒
郷
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　研
修
に
参
加
し
た
方
々

村
民

　
平
　
川
　
信
太
郎
さ
ん
（
沖
田
面
）

　
齊
　
藤
　
裕
　
美
さ
ん
（
上
仏
社
）

　
齊
　
藤
　
優
　
來
さ
ん
（
上
仏
社
）

県
議
会

　
佐
　
藤
　
光
　
子
さ
ん
（
議
員
）

村
議
会

　
佐
　
藤
　
真
　
二
さ
ん
（
副
議
長
）

　
長
　
井
　
直
　
人
さ
ん
（
議
員
）

　
萩
　
野
　
芳
　
紀
さ
ん
（
議
員
）

上
小
阿
仁
小
学
校

　
保
　
坂
　
達
　
也
さ
ん

上
小
阿
仁
中
学
校

　
篠
　
原
　
は
と
こ
さ
ん

村
長

　
小
　
林
　
悦
　
次

事
務
局

　
片
　
岡
　
　
　
恵
（
住
民
福
祉
課
）

　
市
　
川
　
淳
　
也
（
総
務
課
）

　萬
巒
郷
視
察
先

・
行
政
機
関
（
屏
東
大
学
、
萬
巒
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
セ
ン
タ
ー
、
竹
田
駅
、

台
日
友
好
公
園
）

・
産
業
施
設
（
バ
ナ
ナ
農
園
、
カ
カ
オ

農
園
）

・
そ
の
他
施
設
（
頓
物
堂
）

台湾屏東県萬巒郷 友好親善交流研修台湾屏東県萬巒郷 友好親善交流研修
ば　ん　　 ら　ん　　きょうへ い　　 と　う　　 け ん
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● 特産品部門
木材製品（板材等）、生活工夫品（衣類のリフォーム・生活用品等）、
特用林産物（きのこ・山菜）、木工芸品、その他

● 食料品部門
山菜、きのこ、農産物等の料理及び加工品「地場産の食材を使った自慢の一品」

※展示用と試食用を出品してください。試食用は多めにお願いします。
● 農産物部門

　10月16日（金）～18日（日）開催予定の上小阿仁村産業文化祭の出品物、展示物を募集し
ます。審査結果により表彰を行います。
　出品物、展示物の出し方、種類や規格は下記のとおりです。
　多数の出品・展示をお待ちしております。

水 稲
株 大 豆
大 豆 ・ 小 豆 等
ホ ウ レ ン ソ ウ
く り
ね ぎ
せ 　 り ・ 春 　 菊
き の こ ・ ほ だ 木
ニンジン・ゴ ボ ウ
に ん に く
大 　 根 ・ 長 　 芋

柿
オ ク ラ
落 花 生
ミ ニ ト マ ト

５　株
２　株

１リットル
２５０ｇ
１　㎏
１０本

２００ｇ２束
２　本
５　本
１０個
２　本
５　個
１０本
１　㎏
２００ｇ

じ ゃ が い も
かぼちゃ・キャベツ
さ つ ま い も
白 　 菜 ・ 体 　 菜
あ わ
ご ま
た ま ね ぎ
さ と い も
べ い な す
ズ ッ キ ー ニ
食 用 ほ お ず き
こ は ぜ
き ゅ う り
ヤ ー コ ン
ピ ー マ ン

６　個
２　個
１　㎏
２　個
５本１束
１リットル
３　個
１　㎏
３　個
５　本
２パック
２００ｇ
５　本
２　個
５　個

上小阿仁村産業文化祭の
（第49回産業祭・第50回生涯学習週間）

出品・展示物を募集いたします

品　　　名 規　　格 品　　　名 規　　格

○問い合わせ先：産業課　☎77－2223

会　　　　　　　場：上小阿仁村生涯学習センター
農 産 物 の 搬 入：令和８年10月15日（木）　午前９時～午後３時
出品・展示物の搬入：令和８年10月15日（木）　午前９時～午後５時
出品・展示物の搬出：令和８年10月17日（土）　午後３時～

■会場・搬出入日時

■出品規格等

出品・展示を希望する方は、上記の搬入日時に会場へお持ちくださ
い。会場で受付カードを配布しますので記入をお願いします。
なお、受付カードは、産業課窓口、又はホームページにも掲載して
おります（農産物部門は当日のみ）。出品物等が大きい、重いなど
の理由により運搬が困難な場合はご相談ください。

■受　　　　付

９月16日（水）
生涯学習センター

●対象者　75歳以上の方（昭和27年４月１日以前に生まれた方）
　　　　　※令和８年７月末日現在
　　　　　　男　２４２人　　女　４０３人
　　　　　　計　６４５人（杉風荘含）
　　　　　金婚式ご夫婦（結婚50年のご夫婦）
　　　　　　対象　３組　おめでとうございます。
●当日は、保育園児によるお遊戯、村内各種団体による舞踊等があります。
※１人１枚まで無料で写真撮影ができます。ぜひご利用ください。

○問い合わせ先：住民福祉課　住民福祉班　☎77－2222

バスの通行は次のとおりです。バスの通行は次のとおりです。

会 場

日 程 送迎・受付 式　典 休　憩 昼　食
（アトラクション） 送　迎

上小阿仁村　敬老会

終了は
午後１時頃の
予定です。

13：0010：5010：3010：00

期 日

集落名 停車場所 時　間 停車場所 時　間集落名

長 信 田

大 阿 瀬

下 仏 社

福　　舘

下五反沢

上五反沢

水無団地

沖田面中

大　　林

南　　沢

八 木 沢

交流センター前

バ ス 停

多目的集会施設前

児 童 公 園 前

た ば こ や 前

公 民 館 前

バ ス 停

不 二 亭 前

入 口 バ ス 停

旧 鯉 茶 屋 前

公 民 館 前

8：50

8：40

9：10

8：40

9：20

9：00

9：30

9：30

8：40

9：10
9：10

羽　　立

堂　　川

上 仏 社

杉　　花

中五反沢

大　　海

沖田面上

沖田面下

小 田 瀬

中　　茂

集 会 施 設 前

公 民 館 前

担い手センター前

常 光 寺 前

バ ス 停

バ ス 停

高 橋 旅 館 前

大海入口バス停

保 健 福 祉 館 前

公 民 館 前

9：10

9：20

9：00

9：20

9：10

8：40
小 沢 田 公 民 館 脇 広 場 9：20

9：30

9：30

9：20

8：40
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上小阿仁村職員の採用試験を行います
（大学卒業程度・高校卒業程度）
　村では、次のとおり職員採用試験を行います。

受付期間

８月26日（水）～９月16日（水）
受験申込用紙は、８月26日（水）からお渡ししています。
（申込用紙の請求は、直接または電話、ファックス、
　メールで役場総務課へ）

１．試験区分及び採用予定人員

２．受験資格

大学卒業程度　一般行政

高校卒業程度　一般行政

高校卒業程度　一般行政
（社会人枠）

試 験 区 分

負担
割合

所得
区分

３割

２割

１割

現役Ⅲ 168万円

111万円

53万円

※3
53万円

29万円

18万円

現役Ⅱ

現役Ⅰ

一般Ⅱ

一般Ⅰ

区分Ⅱ

区分Ⅰ

※1

年間上限
高額療養費負担限度額

270,300円+（総医療費-901,000円）×1％
〈140,100円〉

179,100円+（総医療費-597,000円）×1％
〈93,000円〉

85,800円+（総医療費-286,000円）×1％
〈44,400円〉

22,000円
外来年間上限216,000円※2

11,000円
外来年間上限96,000円※2

8,000円

61,500円
〈44,400円〉

25,700円
〈24,600円〉

15,700円

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

若干名

若干名

若干名

採用予定人員

一般的な行政事務に従事します。

一般的な行政事務に従事します。

一般的な行政事務に従事します。

職 務 内 容

平成９年４月２日から平成17年４月１日までに生まれた方。
平成17年４月２日以降に生まれた方で大学卒または令和９
年３月卒業見込の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

平成13年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた方。
ただし、学校教育法による大学を卒業した方、もしくは令和
９年３月に大学を卒業見込の方またはこれらに相当する学歴
を有すると認められる方は受験できません。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

昭和56年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

３．試験日・場所
（１）第１次試験　令和８年10月18日（日）　秋田県市町村会館（秋田市山王４丁目２－３）
（２）第２次試験　第１次試験合格者に通知します。

試 験 区 分 区 　 　 分 要 　 　 　 件

大学卒業程度
一般行政

高校卒業程度
一般行政

高校卒業程度
一般行政

（社会人枠）

年齢要件

住所要件

年齢要件

住所要件

年齢要件

住所要件

上小阿仁村総務課総務財政班
　☎ 0 1 8 6 ‒ 7 7 ‒ 2 2 2 1 　ＦＡＸ 0 1 8 6 ‒ 7 7 ‒ 2 2 2 7
　E-mail：soumu@vill.kamikoani.lg.jp

職員採用試験に関する問い合わせ

※詳細は村ホームページで
　ご確認ください。

高額療養費制度が見直しされました
月額の自己上限額が引き上げられ、
　新たに「年間上限」が設けられました

高額療養費制度が見直しされました
月額の自己上限額が引き上げられ、
　新たに「年間上限」が設けられました

令和８年８月から令和８年８月から

※１　外来＋入院の自己負担額の年間上限（８月～翌年７月）です（令和８年８月１日新設）。
※２　外来の自己負担額の年間上限（８月～翌年７月）です。
※３　一部41万円の場合があります。
●〈　〉内は、外来＋入院（世帯単位）の限度額を超えた月が、直近12か月以内に４回以上ある場
合、４回目からの限度額となります。

　令和８年８月１日から、高額療養費負担限度額が改正になりました。
　高額療養費制度に関するお問い合わせは、厚生労働省コールセンターで受け付けています。

　　　　　　　　　厚生労働省コールセンター　TEL０１２０－６１７－１１１
　　　　　　　　　対応時間：月曜日～土曜日　９時～18時（日曜日・祝日・年末年始は休業）
　　　　　　　　　運用期間：７月～令和９年３月

改正後の高額療養費負担限度額

お問い合わせ先
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ただし、学校教育法による大学を卒業した方、もしくは令和
９年３月に大学を卒業見込の方またはこれらに相当する学歴
を有すると認められる方は受験できません。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

昭和56年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

３．試験日・場所
（１）第１次試験　令和８年10月18日（日）　秋田県市町村会館（秋田市山王４丁目２－３）
（２）第２次試験　第１次試験合格者に通知します。

試 験 区 分 区 　 　 分 要 　 　 　 件

大学卒業程度
一般行政

高校卒業程度
一般行政

高校卒業程度
一般行政

（社会人枠）

年齢要件

住所要件

年齢要件

住所要件

年齢要件

住所要件

上小阿仁村総務課総務財政班
　☎ 0 1 8 6 ‒ 7 7 ‒ 2 2 2 1 　ＦＡＸ 0 1 8 6 ‒ 7 7 ‒ 2 2 2 7
　E-mail：soumu@vill.kamikoani.lg.jp

職員採用試験に関する問い合わせ

※詳細は村ホームページで
　ご確認ください。

高額療養費制度が見直しされました
月額の自己上限額が引き上げられ、
　新たに「年間上限」が設けられました

高額療養費制度が見直しされました
月額の自己上限額が引き上げられ、
　新たに「年間上限」が設けられました

令和８年８月から令和８年８月から

※１　外来＋入院の自己負担額の年間上限（８月～翌年７月）です（令和８年８月１日新設）。
※２　外来の自己負担額の年間上限（８月～翌年７月）です。
※３　一部41万円の場合があります。
●〈　〉内は、外来＋入院（世帯単位）の限度額を超えた月が、直近12か月以内に４回以上ある場
合、４回目からの限度額となります。

　令和８年８月１日から、高額療養費負担限度額が改正になりました。
　高額療養費制度に関するお問い合わせは、厚生労働省コールセンターで受け付けています。

　　　　　　　　　厚生労働省コールセンター　TEL０１２０－６１７－１１１
　　　　　　　　　対応時間：月曜日～土曜日　９時～18時（日曜日・祝日・年末年始は休業）
　　　　　　　　　運用期間：７月～令和９年３月

改正後の高額療養費負担限度額

お問い合わせ先


